
市民参加とAI
ー「みんなで翻刻」開発者の立場から
国立歴史民俗博物館 研究部
助教 橋本雄太
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みんなで翻刻
•概要
•歴史文献史料の市民参加型翻刻プロジェクト
•京都大学古地震研究会を中心に開発・運営
• 2017年1月に Web サイトを正式公開
•地震史料を中心とする災害史料を対象に翻刻

•新バージョン
• 2019年7月、複数プロジェクトの同時進行に
対応した新バージョンを公開
•翻刻対象を災害史料含む歴史資料一般に拡大し、
東寺百合文書などの翻刻を現在進行中
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京都大学古地震研究会
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• 地震研究や防災研究への応用
を目的として古文書を解読

• 地震学，気象学，日本史，
地理学，科学史，情報学，
図書館司書など多分野の参加

• 2012年の活動開始当初から
活発な情報技術活用の試み

• 橋本はD2の2014年から参加



開発の経緯
•古地震研究会の悩み
•歴史地震に関わる研究者は全国の研究機関に点在
•遠隔地の研究者も交えて史料を「みんなで翻刻」
するための仕組みを作れないか？（代表・中西先生）

•市民参加型プロジェクトに転換した理由
1. デジタル人文学分野のクラウドソーシングの流行
2. 2016年に公開したくずし字学習アプリKuLAの成功
3. 橋本の博論研究テーマとして
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翻刻の対象
• 東大地震研図書室「石本文庫」
• 東京大学地震研２代目所長・石本巳四雄（1893-1940）
が収集した災害史料コレクション
• このうち、現在地震研でデジタル公開されている史料
114点（画像数3,193枚）の全文翻刻が当初の目標
→5ヶ月弱で完了。地震研所蔵の和古書全点に対象を拡大
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市民参加の実現に向けた課題
1. 規模の問題
•数百～数千人規模の市民の参加が必要

2. 動機付けの問題
•善意に頼るだけでは長期的参加は見込めない

3. 能力の問題
•くずし字の正確な翻刻には相当の訓練が必要
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『みんなで翻刻』のアプローチ
•くずし字解読の学習サービスとしてデザイン
1. くずし字解読の学習コンテンツ提供
2. 参加者間のコラボレーションによる「学び合い」

•くずし字学習の延長として自然に翻刻作業に
参加してもらうことが目的
•「やりがい搾取」にならないように
•参加者が明確なメリットを得る形で参加してもらう
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①くずし字学習アプリとの連携
•くずし字学習支援アプリKuLA
• 阪大文学研究科を中心に開発された
くずし字の学習支援アプリケーション
• 3,000枚の用例画像と読解教材を収録
• 2016年2月の公開後13万回DL

•「みんなで翻刻」との連携
• KuLA の全コンテンツをサイトに転載
• くずし字解読の基礎を独習可能に
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②参加者間の翻刻文添削
• 翻刻文の保存時に，
翻刻文の添削を他の参加者に
依頼することができる

• 相互添削の目的
• 参加者の能力向上
• 翻刻文の品質向上
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翻刻作業のタイムライン共有
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翻刻文添削時の通知
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添削結果の表示
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プロジェクトの進捗（2017年1月～）
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地震研所蔵のデジタル化済み
和古書資料 全点の翻刻が完了

参加登録者数 5,346名

総入力文字数 619万文字

翻刻が完了した画像 8,300/8,925枚（92%）

翻刻が完了した史料 498/508点



成果物の品質について

•中世史研究者に依頼し，翻刻文10万文字を検証：

• 100文字あたり平均1.5文字のエラー
•学術出版される史料集には及ばないものの，
内容把握や全文検索には十分な品質
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「みんなで翻刻」とAI
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AI 技術の導入
•2019年７月にリリースした新バージョンから
『みんなで翻刻』にAI技術の導入を進めている

•市民参加とAIは互恵的関係を築くことが可能
1. AIはプロジェクトの参加者を支援し、作業を
易化・効率化することができる

2. 市民参加プロジェクトの成果物は、AIの学習に
使用する教師データとして活用できる

17



くずし字認識AIについて
• 2種類のモデルが利用可能
1. CODH koguma-net (TensorFlow.js製)
2. 凸版印刷くずし字認識AI (API経由で利用)

•AIに期待する役割
•「補助輪」としてのAI
•やはり未経験者にくずし字の判読はハードルが高い
• AIの支援により、初学者が翻刻に参加する敷居を下
げる効果を期待
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くずし字認識AIについて
• 2種類のモデルが利用可能
1. CODH koguma-net (TensorFlow.js製)
2. 凸版印刷くずし字認識AI (API経由で利用)

•AIに期待する役割
•「補助輪」としてのAI
•学習コンテンツを提供していても、やはり未経験者
にくずし字の解読はハードルが高い
• AIの支援により、初学者が翻刻に参加する敷居を下
げる効果を期待
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②翻刻文をAIの訓練に使用する
•AIの識別精度は、モデルの訓練に利用するデータ
セットの分量に大きく左右される

•市民が翻刻した400万文字（記号類除く）のテキ
ストを機械学習向けに加工できれば、精度向上に
大きく寄与する可能性も

•しかし『みんなで翻刻』上のテキストには文字毎
の座標情報が含まれない！
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KuroNet による文字切り出し
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AIと専門家・市民の関係の未来
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おわりに
•専業研究者ではない市民もオンラインで古典籍や
古文書を扱う研究に参加・寄与することができる

•AI はこうした人々を代替するのではなく、その
能力を強化するために利用できるはず
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ご清聴
ありがとうございました
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